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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築２

定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
６
月
に
立
ち
上
げ
た

庁
内
組
織
に
お
い
て
観
光
客

の
増
加
に
伴
っ
て
発
生
す
る

課
題
等
の
対
応
方
策
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
で
実
施
し
た
、
ご
み
へ
の

対
応
や
渋
滞
緩
和
対
応
等
の

実
績
を
基
に
、
対
応
策
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

質問
川
越
市
の
広
報

質問
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

分
自
身
で
守
れ
る
児
童
生
徒

の
育
成
が
さ
ら
に
必
要
で
あ

る
。
今
後
も
、
危
険
箇
所
を

改
め
て
点
検
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
、
地
域
住
民
へ
の
見

守
り
活
動
の
協
力
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
幅
広
く
、
積
極
的

に
依
頼
し
、
地
域
全
体
で
守

る
体
制
を
構
築
す
る
。
併
せ

て
、
警
察
等
の
関
係
機
関
と

交
通
安
全
・
防
犯
教
室
等
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

質問
児
童
の
登
下
校
の
安
全

を
行
っ
て
い
る
。
人
生
１
０

０
年
時
代
に
向
け
、
一
人
一

人
の
高
齢
者
の
多
様
性
を
尊

重
し
、
活
躍
の
場
が
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
高
齢

者
自
身
や
住
民
互
助
の
力
も

さ
ら
に
引
き
出
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
連
動
し
て

機
能
す
る
よ
う
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
く
。

質問
小
江
戸
川
越
マ
ラ
ソ
ン

質問
川
越
少
子
化
高
齢
化
問
題

問
川
越
市
内
で
は
観
光
客
の

増
加
に
よ
る
弊
害
が
生
じ
て

い
る
。
こ
の
解
消
の
た
め
に

計
画
を
立
て
て
い
る
の
か
。

答
産
業
観
光
部
長

　本
市
に

お
い
て
も
、
特
に
蔵
造
り
の

町
並
み
周
辺
へ
の
観
光
客
の

集
中
に
よ
る
交
通
渋
滞
や
観

光
客
の
車
道
へ
の
は
み
出
し
、

ご
み
の
問
題
な
ど
が
、
最
近
、

顕
在
化
し
て
き
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

は
解
消
の
た
め
の
計
画
は
策

問
各
学
校
が
中
心
と
な
り
、

地
域
ぐ
る
み
で
登
下
校
の
安

全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
今
後
、
教
育
委
員
会
と

し
て
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
学
校
教
育
部
長

　日
常
生

活
全
般
に
お
け
る
安
全
確
保

の
た
め
に
、
登
下
校
指
導
に

適
切
な
意
思
決
定
が
で
き
、

実
践
的
な
能
力
や
態
度
等
の

育
成
を
目
指
す
安
全
教
育
を

重
視
し
、
自
分
の
安
全
を
自

問
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以

上
の
割
合
が
３
人
に
１
人
と

な
り
、
施
設
に
入
れ
な
い
人

が
見
込
ま
れ
る
。
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必

要
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答
福
祉
部
長
　い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医

療
・
介
護
・
生
活
支
援
・
介

護
予
防
が
結
び
付
き
、
地
域

で
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
取
り
組
み
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オ
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バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
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通
告
事
項
の
要
約

会
派
名

　議 員 

氏 

名

質問の
順　番

答
弁
者

　まち
づ
く
り
や
暮
ら
し
に
関
す
る
制
度

な
ど
、
市
の
行
政
・
財
政
全
般
に
わ
た
っ

て
、
事
業
の
現
在
の
状
況
、
今
後
の
方
針
等

に
つ
い
て
質
問
を
し
、
必
要
に
応
じ
て
市
に

対
し
意
見
や
施
策
の
提
案
を
し
ま
す
。

　質問
を
し
た
議
員
が
、
そ
の
質
問
の
中
か

ら
一問
を
選
び
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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一
般
質
問
の
表
題
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（
仮
称
）
西
公
民
館
早
期
建
設
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村
　
山
　
博
　
紀

危
険
な
交
差
点
の
安
全
確
保
を4

て
の
提
言
を
受
け
て
お
り
、

第
四
次
川
越
市
総
合
計
画
実

施
計
画
に
公
民
館
施
設
整
備

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
、

調
査
研
究
し
て
い
る
。
今
後

は
、
地
元
自
治
会
と
協
議
の

上
、
施
設
機
能
等
の
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質問
公
民
館
の
今
後

質問
市
長
の
政
治
姿
勢

一
律
に
実
施
す
る
の
で
は
な

く
、
場
所
ご
と
の
状
況
に
応

じ
た
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
交
通
事
故
状
況
な

ど
を
勘
案
し
た
上
で
、
警
察

や
道
路
管
理
者
な
ど
の
関
係

機
関
と
協
力
し
、
検
討
し
て

い
く
。

質問
自
治
会
と
市
の
関
わ
り
方

質問
高
階
の
交
通
安
全
対
策

問
中
央
公
民
館
が
老
朽
化
し
、

分
室
が
貸
し
出
し
停
止
と
な

っ
た
現
在
、
（
仮
称
）
西
公

民
館
を
早
期
に
建
設
す
べ
き

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

答
市
長

　（
仮
称
）
西
公
民

館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
地

元
自
治
会
連
合
会
第
三
支
会

を
中
心
と
し
た
有
識
者
に
よ

る
仮
称
川
越
市
西
公
民
館
検

討
懇
話
会
よ
り
、
平
成
26
年

６
月
に
建
設
候
補
地
に
つ
い

問
通
学
路
に
当
た
る
諏
訪
町

地
内
・
藤
間
諏
訪
神
社
坂
下

・
高
階
南
小
付
近
の
交
差
点

に
つ
い
て
、
事
故
件
数
ゼ
ロ

を
目
指
す
本
市
の
交
通
安
全

対
策
は
。

答
市
民
部
長
　各
交
差
点
に

対
す
る
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
注
意
喚
起
の
路
面

表
示
や
赤
色
等
で
の
交
差
点

の
カ
ラ
ー
舗
装
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
交
通
安
全
対
策
は
、


